
場 所

テ ー マ

第1 9 回 日本尊厳死協会東北支部 仙台大会
兼 第 2 回 日本リ ビング･ ウイ ル研究会 東北地方会

平成27 年9 月1 3 日(日) 午後 1 時30 分 -

4 時

仙台市福祉プラザ｢ ふれあい ホ ー ル｣ (地下鉄｢ 五橋｣ 下車 徒歩3 分)
仙台市青葉区五橋2 - 12 - 2 電話0 22 -

213
-

6 2 3 7

｢大災害死･尊厳死･臨床宗教師｣
一

脚光浴びる宗教者にしか行えない終末期ケア 一

束日本大震災の 被災者支援をき っ か けに ､ 東北大学は｢臨床宗教師｣ の 養成を

2 0 1 2 年皮か ら始め ま した ｡

臨床宗教師は布教や伝遺と
一 線を画 し､ さま ざまな苦しみ を抱えた人々 に寄り

添 い ､ ケア を攫供す る宗教者 です ｡ 名取市で痙宅緩和ケア に取り組んで い た 岡部

健医師が欧米の ｢ チ ャ プ レン｣ 日本版 として｢ 臨床宗教師｣ を考えました ｡

超高齢多死社会の 到来が言われる中､ 多くの死 と老 い に直面する医療や福祉の 現

場に お い て､ 宗教者 にしか行えな い ケア の存在意義が脚光を浴び始め て い ます ｡

臨床宗教師の 誕生 と その 特徴 ､
こ れか らの 可能性 に つ い て考えます｡

第1 部 基調講演

｢ 臨床宗教師 誕生から これまで｣

東北大学大学院文学研究科

実践宗教学寄付講座准教授(宗教心理学) 高橋 原

第 2 部 討論

座長 一 般財団法人 日本尊厳死協会東北支部長 橋村 嚢

｢ 宗教者の新たな役割とは｣

臨床宗教師 高橋 悦堂

｢被災者に寄り添 い ､ 心の悩みを聴く｣

応急仮設住宅居室訪問ボラン テ ィ ア 目黒奈緒美

｢質問にこたえて｣

会場から の発言 ･ 討議

高橋 原

無料 先着3 00 入 会貞 ･ 一 般 どなた で も どうぞ

(敬称略)

参加費なし どなたでもどうぞ

; 日 時 7 月 2 4 日㈲ 午後 2 噂 ～ 3 噂 3 0 分

: テ
ー

マ ｢ 終末期 の痛み あれこ れ｣

; 尊厳ある生 の ため に番 い た加 藤佳子医師 ( 日本尊厳死協会東北 支部理事) の 本 ｢ あなたの痛み は

: とれ る｣ をテ キ ス ト に ､ ｢ な ぜ 多 い 終末期の痛み｣ を話 し合 い ｡

; 場 所 ｢ せんだ い ア エ ル｣ 6 階 特別会議窒( J R 仙台駅西 口 ､ 徒歩 3 分)

; 次回 (第1 8 回 サ ロ ン) は 1 0 月 ? 日 ｡ 時間 ･ 場所は今回 と 同じ｡
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問い合わせ先 日本尊厳死協会東北支部 電話 022 - 2 1 7 - 0 081




